
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   不知火っ子だより 第 19 号  
平成 30 年 3月 6 日 文責  校長 吉永博美 

※子どもたちの学校生活の様子は、本校ホームページにも詳しく掲載しています。どうぞご覧ください。 

今回は、携帯端末に関してのアンケート結果です。本調査から、1,２年生で半数、３～６年は８割以上の児童が

なんらかの携帯端末を持っていることが分かりました。ゲーム機がもっとも多いのですが、スマートフォン・携帯電話・タブレッ

ト端末など、より外部とつながりやすい携帯端末を所持している児童もいます。使い方はゲームが最も多く、メール、ライン

等も使用割合が高くなっています。「勉強に使う」、「HP を見る・使う」割合は学年があがるにつれて高くなっています。携

帯端末を使用する時間は大半は 2 時間以内となっていますが 2 時間を越える児童も多くいます。また、どの学年も、３

割程度はルールが決まっていないことが分かりました。フィルタリング機能をつけているか分からないという現状もあります。ア

ンケートから、子どもたちにとって携帯端末は、生活の一部となっていることが分かります。切り離すのではなく、リスクを理解

させたり、ルールを決めたりするなど、上手に付き合えるよう家庭でも学校でも取り組んでいかなければならないですね。   

授業参観・学級懇談会ご参加ありがとうございました。 
今年度最後の授業参観、子どもたちの姿はいかがでしたでしょうか。それぞれの学年で、この１

年の成長ぶりが見られたのではないでしょうか。校舎新築説明会にもご参加いただきありがとうご
ざいました。新校舎は、２０２０年度中に完成予定ということです。新しい校舎も楽しみですね。 


